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２）日本の株式・債券市場

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
※現地通貨ベース ＊ ▲はマイナスを表します。

１）先週の市場動向
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日経平均株価（左軸） ＴＯＰＩＸ（右軸）

（月/日）

（円） （ポイント）データ期間：2022年3月24日～2022年6月24日（日次）

≪ 株式≫
日本株式市場（日経平均株価）は、前週末比で上昇しました。
米連邦準備制度理事会（FRB）をはじめ欧州などの中央銀行の急速な金融引
き締めが世界景気の減速につながるとの懸念から、前週末から引き続き下落
し、20日（月）の終値は5月12日以来の安値を付けました。その後は、前週
の大幅下落の反動から、下落幅の大きかった主力銘柄を中心に買いが入り、
週間では前週末比で上昇しました。



≪ 株式 ≫
米国株式市場（NYダウ）は、前週末比で大幅上昇しました。
FRBの金融引き締めにともなう景気減速懸念は根強いものの、前週の大幅下落の
反動で、短期的な戻りを期待した買いが優勢となりました。22日（水）にパウ
エルFRB議長が議会証言で、米景気の先行きについて厳しい見解を示すと、景気
減速懸念から下落したものの、週末に公表された消費者の期待インフレ率の低下
を示す米経済指標の発表を受け、FRBによる急速な利上げ懸念が後退すると、週
末は大幅上昇しました。

４）外国為替市場≪債券≫
日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比で横ばいとなりました。
前週末に米長期金利が上昇した流れを受け、週初は上昇したものの、日銀が連続
指値オペ（公開市場操作）の実施で、金利上昇を抑える姿勢を示していることから
上昇幅は限られました。米景気減速懸念から、週末にかけて米長期金利がやや低下
した流れを受け国内金利も低下し、週間では前週末比で横ばいとなりました。

5）今週の見通しについて

米ドル/円相場は、前週末比で円安米ドル高となりました。
金融緩和を続ける日本と金融引き締めを進める米国との金融政策の方向性の
違いが意識され、円売り米ドル買いが優勢となりました。しかし、金融引き
締めによる景気減速懸念から米長期金利が低下する場面では、日米金利差縮
小が意識され、円買い米ドル売りがやや進みました。
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ドル/円（左軸） ユーロ/円（右軸）

（月/日）

（円） データ期間：2022年3月24日～2022年6月24日（日次）（円）
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３）米国の株式市場
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10年国債利回り
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（％） データ期間：2022年3月24日～2022年6月24日（日次）
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ダウ工業株30種平均（左軸） Ｓ＆Ｐ500種指数（右軸）

（月/日）

（ドル） （ポイント）データ期間：2022年3月24日～2022年6月24日（日次）

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
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主要国の急速な金融引き締めによる世界景気の減速懸念がくすぶるなか、先
週の株式市場は、前週の大幅下落による値ごろ感から主力銘柄を中心に買い
戻しが入り、日米両市場ともに上昇しました。
パウエルFRB議長は22日（水）の議会証言で「経済のソフトランディング
（軟着陸）は非常に難しい」と、米景気の先行きについて厳しい見解を示す
とともに、景気を犠牲にしてでもインフレを抑える姿勢を改めて強調しまし
た。当面は、米国や欧州主要国の急速な利上げとそれにともなう景気減速懸
念をめぐり、株式市場は一喜一憂することが予想されます。
先週末に公表された米ミシガン大学消費者マインド指数（確定値）で、中長
期のインフレ期待が速報値から下方修正され、FRBによる急速な利上げ懸念
がやや後退したことから、今週前半の株式市場は上値を試す展開となりそう
です。ただし、週後半に公表される米国の個人消費や景況感を示す経済指標
で米景気の減速が確認されれば、値を下げることとなりそうです。
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商 号 等：ニッセイアセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者
関東財務局長（金商）第369号

＜設定・運用＞
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